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旧
大
石
家
住
宅
の
年
中
行
事 

‐
七
夕
‐

も
う
す
ぐ
七
夕
で
す
ね
。
旧
大
石
家
住
宅

で
は
、
年
中
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
七
夕
飾

り
を
行
い
、
区
内
の
園
児
に
飾
り
付
け
を
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
（
詳
細
は
２
頁
）。

七
夕
に
つ
い
て

1
年
に
1
度
、
7
月
7
日
に
彦ひ

こ

星ぼ
し

（
牽け

ん

牛ぎ
ゅ
う）

と
織お

り

姫ひ
め

（
織

し
ょ
く

女じ
ょ

）
が
天あ

ま

の
川
を
渡
っ
て
逢お

う

瀬せ

を
楽
し
む
と
い
う
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
お
話

は
、
私
た
ち
に
馴な

染じ

み
の
あ
る
も
の
で
す
が
、

も
と
も
と
は
古
代
中
国
の
伝
説
で
す
。
ま
た
、

古
代
中
国
に
は
、七
夕
に
ち
な
ん
だ
行
事
「
乞き

巧こ
う

奠で
ん

」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
行
事
は
、
女
性

が
裁さ

い

縫ほ
う

や
手
芸
な
ど
の
上
達
を
祈
願
し
た
も

の
で
七
夕
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
日
本
で
も
類
似
し
た
「
棚た

な

機ば
た

女つ
め

」

の
信
仰
が
あ
り
ま
す
。
棚
機
女
は
、
村
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
神し

ん

女に
ょ

で
、
神
の
た
め
に
機は

た

で

布
を
織
る
と
い
う
役
割
を
担に

な

い
ま
し
た
。
以

上
の
よ
う
に
、
日
本
の
七
夕
は
中
国
の
伝
説

と
日
本
の
伝
説
が
習
合
し
て
成
立
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

七
夕
飾
り

七
夕
と
い
え
ば
、
笹
の
葉
に
赤
・
青
・
黄
・

白
・
黒
（
紫
）
の
五
色
の
短
冊
に
願
い
事
を

書
い
て
飾
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に

こ
れ
ら
の
色
は
「
陰い

ん

陽よ
う

五ご

行ぎ
ょ
う」

に
由
来
し
ま

す
。
元が

ん

来ら
い

は
、
織
姫
に
あ
や
か
り
技ぎ

芸げ
い

の
上

達
を
願
う
も
の
で
し
た
が
、
現
在
で
は
様
々

な
願
い
事
を
託た

く

す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

○旧大石家住宅の年中行事－七夕－

⃝旧大石家住宅年中行事だより
～雛飾り・五月飾りを実施しました～

○文化財を訪ねる

区内の馬頭観音供養塔
○芭蕉記念館 特別展

松尾芭蕉　～その作品と生涯～
○近代の絵葉書から景観を復元する

深川公園北西部にあった池～震災以前編～
○文化財をめぐる

江東区の復興小公園
－川南公園の「滑台」－

旧大石家住宅（区指定有形文化財＜建造物＞、南砂5）では、年中行事とし
て、正月飾り、雛飾り、五月飾り、七夕飾り、お月見などを行っています。これらの
行事からは、今は少なくなった江東区の風情を感じ取ることができます。
行事の詳細については、区報などでお知らせをしておりますので、ぜひ足を

お運びください。

旧大石家住宅の年中行事旧大石家住宅の年中行事

写真（左上） 園児による七夕短冊の飾り付けの様子
写真（右上） 七夕飾り
写真（下） 七夕お話会の様子

かざ ひな たなばた

ねんちゅう

ふ ぜい

たん ざく
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旧
大
石
家
住
宅
年
中
行
事
だ
よ
り

～
雛
飾
り
・
五
月
飾
り
を
実
施
し
ま
し
た
～

雛
飾
り

令
和
６
年
２
月
23
日
（
金
・
祝
）
か
ら
３
月

３
日（
日
）の
期
間
で
実
施
し
ま
し
た
。
通
常

平
日
は
休
館
で
す
が
、
雛
飾
り
期
間
中
は
平

日
の
特
別
公
開
を
例
年
行
っ
て
い
ま
す
。
本

年
は
２
月
26
日
（
月
）
か
ら
３
月
１
日
（
金
）

の
５
日
間
は
平
日
特
別
公
開
を
行
い
、
通
常

公
開
・
特
別
公
開
合
わ
せ
て
、
４
０
７
人
の

方
が
来
館
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
１
）。

五
月
飾
り

令
和
６
年
４
月
27
日（
土
）か
ら
５
月
６
日

（
月
・
休
）の
期
間
で
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

期
間
の
公
開
日
７
日
間
で
、
４
０
６
人
の
方

が
来
館
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
２
）。

な
お
、
例
年
敷
地
内
の
庭
で
展
示
し
て
い

た
鯉
の
ぼ
り
で
す
が
、
強
風
時
に
支し

柱ち
ゅ
うが

倒

れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
今
回
は
休
止
い
た

し
ま
し
た
。

旧
大
石
家
住
宅
の
年
中
行
事
展
示

現
在
旧
大
石
家
住
宅
で
は
、「
正
月
飾
り
」

「
雛
飾
り
」「
五
月
飾
り
」「
七
夕
飾
り
」
の

時
期
に
合
わ
せ
て
、
区
民
の
方
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
人
形
な
ど
を
展
示
公
開
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
度
は
、
中
秋
の
名
月
の
時
期
に

合
わ
せ
て
「
お
月
見
」
の
展
示
を
行
う
予
定

で
す
。

旧
大
石
家
住
宅
と
は

東
砂
に
あ
っ
た
江
東
区
内
最
古
の
民
家

建
築
で
、
江
戸
時
代
後
期
の
19
世
紀
中
頃

（
１
８
５
０
年
頃
）に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
安

政
２
年（
１
８
５
５
）の
安
政
江
戸
地
震
や
大

正
12
年（
１
９
２
３
）の
関
東
大
震
災
、
明
治

43
年（
１
９
１
０
）の
大
水
害
や
昭
和
22
年

（
１
９
４
７
）の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
と
い
っ
た

自
然
災
害
や
戦
災
を
く
ぐ
り
抜
け
て
き
ま
し

た
。平

成
６
年（
１
９
９
４
）
に
江
東
区
の

有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定
さ
れ
る

と
と
も
に
解
体
調
査
を
実
施
し
、
同
８
年

（
１
９
９
６
）
に
現
在
地
に
移
築
復
元
さ
れ

ま
し
た
。

旧
大
石
家
住
宅
友
の
会

旧
大
石
家
住
宅
の
保
存
活
動
を
行
っ
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
主
に
平
日
の

日
中
に
住
宅
内
外
の
清
掃
や
、
茅
葺
き
の
維

持
に
欠
か
せ
な
い
囲い

炉ろ

裏り

の
火
入
れ
と
い
っ

た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真
３
）。

区
内
在
住
で
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
文
化

観
光
課
文
化
財
係
（
３
６
４
７
‒
９
８
１
９
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
案
内

所
在
地
：�

南
砂
５
‒
24
地
先　

仙
台
堀
川
公

園
内

公
開
日
：�

毎
週
土
・
日
曜
日
及
び
祝
休
日

　
　
　
　

※�

年
末
年
始
（
12
月
27
日
～
１
月

５
日
）
は
休
館

時　

間
：
午
前
10
時
～
午
後
４
時

入
館
料
：
無
料

交　

通
：�

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線
「
南
砂
町
」

駅
下
車
徒
歩
15
分

　
　
　
　

�

都
営
バ
ス
「
亀
高
橋
」「
東
砂
四
丁

目
」（
亀
21
系
統
・
両
28
系
統
・
秋

26
系
統
・
門
21
系
統
・
亀
29
系
統
）・

「
江
東
図
書
館
入
口
」（
陽
20
系

統
）・「
南
砂
六
丁
目
」（
亀
21
系
統
）

各
バ
ス
停
下
車
徒
歩
５
分

�

（
文
化
財
専
門
員　

勝
田
真
幸
）

馬
頭
観
音
と
は

か
つ
て
、
馬
は
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な

動
物
で
し
た
。
村
で
は
農
耕
に
欠
か
せ
ず
、

一
方
、
町
で
は
運
送
・
輸
送
な
ど
の
手
段
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
存
在
か
ら
、
民
間
信
仰
に
お
い
て
、

馬
が
没
し
た
際
に
は
、
馬
の
供
養
の
た
め
に

供
養
塔
（
馬
頭
観
音
）
が
建
て
ら
れ
る
と
と

も
に
、
馬
の
守
り
神
と
さ
れ
ま
し
た
。

馬
頭
観
音
は
、
密
教
に
お
け
る
六
観
音
・

八
大
明
王
の
ひ
と
つ
で
、
悪
人
・
敵
を
降ご

う

伏ぶ
く

さ
せ
る
菩ぼ

薩さ
つ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
形
態
は
、

宝ほ
う

冠か
ん

に
馬
頭
を
い
た
だ
き
、
姿
は
忿ふ

ん

怒ぬ

を
表

す
赤
色
で
、
三
面
二
臂ひ

（
顔
が
三
つ
で
臂う

で

が

２
本
）・
四
面
八
臂
・
三
面
八
臂
な
ど
顔
や

臂
が
複
数
と
ま
ち
ま
ち
で
す
（
参
考 

『
仏
教

語
大
辞
典
』『
日
本
国
語
大
辞
典
』『
国
史
大

辞
典
』
等
）。

現
在
、
区
内
に
は
４
基
（
以
下
、
①
～
④
）

の
馬
頭
観
音
供
養
塔
が
有
形
民
俗
文
化
財
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
「
馬
頭
観
音
供
養
塔 

安
永
３
年
在
銘
」

本
塔
（
写
真
）
は
、
清
澄
庭
園
（
清
澄
３
）

内
に
あ
り
ま
す
。
総
高
は
44
㎝
で
、
正
面
に

「
安
永
三 

甲
午
歳 

二
月
十
一
日
」
と
陰い

ん

刻こ
く

さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代

中
期
の
１
７
７
４
年
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

馬
頭
観
音
は
忿
怒
の
様
相
を
示
し
、
頭
部

が
馬
頭
で
臂
は
6
本（
六
臂
）あ
り
ま
す
。
二

臂
は
胸
前
で
合が

っ

掌し
ょ
うし

、
二
臂
が
腹
部
で
法
印

を
結
び
、
他
の
二
臂
が
右
手
に
金こ

ん

剛ご
う

杵し
ょ

、
左

手
に
輪り

ん

宝ぽ
う

を
持
っ
て
い
ま
す
。

②
「
馬
頭
観
世
音
供
養
塔
」

本
塔
は
高
さ
82
㎝
、
幅
90
㎝
で
、
正
面
に

「
馬
頭
観
世
音
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
本
塔
は
、
海
福
寺
に
あ
り
ま
し

た
が
、
同
寺
が
明
治
43
年
（
１
９
１
０
）
に

目
黒
区
へ
移
転
し
た
際
に
、冬
木
弁
天
堂
（
冬

木
１
）
付
近
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
正
15
年
（
１
９
２
６
）、
明
治

第
二
小
学
校
の
児
童
2
名
が
、
市
川
へ
遠
足

を
行
っ
た
際
、
馬
に
轢ひ

か
れ
て
亡
く
な
る
事

件
が
起
き
、
児
童
の
供
養
の
た
め
に
本
塔
は
、

現
在
の
明
治
小
学
校
（
深
川
２
、
現
在
改
修

中
）
内
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
同
校
は

海
福
寺
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
「
供
養
塔
（
破
損
仏
）
伝
馬
頭
観
音
」

本
塔
は
、
亀
戸
浅
間
神
社
（
亀
戸
９
）
境

内
に
あ
り
ま
す
。
総
高
は
71
㎝
で
、
背
面
に

「
修
復
施
主 

木
場
和
泉
屋 

半
兵
衛
」
と
陰
刻

さ
れ
て
い
ま
す
。
観
音
像
は
丸
彫
り
で
結け

っ
か跏

趺ふ

坐ざ

し
、
左
手
に
宝ほ

う

珠じ
ゅ

を
持
っ
て
い
ま
す
。

頭
部
と
右
手
は
、
経け

い

年ね
ん

変
化
に
よ
り
欠
落
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、

頭
部
を
さ
す
る
と
利り

益や
く

が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

④
「
石
造
馬
頭
観
音
坐
像
」

本
像
は
、
中
央
寺
（
南
砂
４
）
境
内
に
あ

り
ま
す
。
総
高
は
71
㎝
で
す
。
観
音
は
、
三

面
八
臂
で
、
頭
頂
部
に
は
、
馬
頭
の
突
起
が

あ
り
、
左
右
の
第
一
手
で
合が

っ

掌し
ょ
うし

、
左
の
第

二
手
に
輪
宝
、
右
の
第
二
手
に
斧お

の

を
持
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
陽よ

う

刻こ
く

さ
れ
た
馬
頭
観
音
は
、

形
式
的
に
古
い
も
の
に
属
し
、
江
戸
時
代
に

造
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
未
登
録
の
馬
頭
観
世
音
供
養
塔

「
江
東
馬
頭
観
世
音 

昭
和
28
年
在
銘
」
は

南
砂
１
丁
目
に
あ
り
、
そ
の
傍か

た
わ

ら
に
は
昭
和

52
年
（
１
９
７
７
）
に
建
造
さ
れ
た
「
江
東

馬
頭
観
世
音
由ゆ

来ら
い

碑
」
が
あ
り
ま
す
。

同
碑
の
刻こ

く

文
に
は
、
石
碑
が
建
造
さ
れ
た

由
来
と
と
も
に
、
戦
前
の
江
東
区
に
お
け
る

輓ば
ん

馬ば

業
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
当

時
の
地
域
の
状
況
を
窺う

か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
以
下
、
刻
文
と
『
江
東
区
の
民
俗 

城

東
編
』
の
記
述
に
よ
り
な
が
ら
述
べ
て
い
き

ま
す
。

戦
前
の
砂
町
・
大
島
・
亀
戸
・
深
川
一
帯

は
、
多
く
の
輓
馬
業
者
が
あ
り
、
三
千
頭
を

超
え
る
牛
馬
が
い
ま
し
た
が
、
昭
和
20
年
3

月
の
東
京
大
空
襲
に
よ
り
、
人
間
だ
け
で
は

な
く
多
数
の
牛
馬
も
焼
死
し
ま
し
た
。
ま
た
、

馬
は
軍
に
徴

ち
ょ
う

用よ
う

さ
れ
軍
馬
と
し
て
利
用
さ
れ

多
方
面
（
大
陸
・
南
方
戦
線
等
）
で
戦
死
し

ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
空
襲
か
ら
33
年
目
に
あ

た
る
同
28
年
、
そ
の
供
養
と
平
和
祈
願
を
目

的
に
、
輓
馬
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
建
造
し

ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
馬
車
に
よ
る
輸
送
は
、
幕
末

頃
か
ら
明
治
時
代
初
年
に
か
け
て
西
洋
か
ら

伝
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
降
、
馬

車
会
社
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
鉄
道
の
発

達
に
よ
り
こ
れ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
さ
ら

に
自
動
車
の
台た

い

頭と
う

に
よ
り
衰す

い

退た
い

し
ま
し
た
。

で
す
が
、
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
、
燃
料

の
不
足
や
自
動
車
の
軍
へ
の
徴
用
な
ど
か
ら
、

再
び
馬
車
に
よ
る
輸
送
の
需
要
が
高
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
際
、
池
袋
（
現
豊
島
区
）
や
南

砂
に
輓
馬
業
者
が
集
中
し
ま
し
た
。

な
お
、
江
東
区
内
で
は
、
戦
後
ま
も
な
く

ま
で
馬
車
業
が
盛
ん
で
、
永
代
通
り
、
清
洲

橋
通
り
に
馬
が
よ
く
見
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
他
の
馬
頭
観
音

今
回
取
り
上
げ
た
馬
頭
観
音
以
外
に
も
、

妙
久
寺
（
北
砂
２
）
の
「
馬
頭
観
世
音
供
養

塔 

昭
和
３
年
在
銘
」
を
は
じ
め
路
地
の
傍
ら

に
建
つ
「
馬
頭
観
音
」
が
あ
り
ま
す
が
、
由

来
は
不
明
で
す
。
ご
存
じ
の
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
、
文
化
財
係
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。�

（
文
化
財
専
門
員　

大
関
直
人
）

区
内
の
馬ば

頭と
う

観か
ん

音の
ん

供く

養よ
う

塔と
う

文
化
財
を
訪
ね
る

写真１　令和５年度の雛飾り

写真２　令和６年度の五月飾り

写真３
旧大石家住宅友の会

亀高橋
バス停

元八幡通り



松 
尾 

芭 

蕉
　
～
そ
の
作
品
と
生
涯
～

芭
蕉
記
念
館
　
特
別
展

会
期
　
2
0
2
4
年
4
月
26
日
（
金
）
〜
9
月
8
日
（
日
）
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2
0
2
4
年
は
松
尾
芭
蕉
が
誕
生
し
て

3
8
0
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ

れ
を
記
念
し
て
芭
蕉
記
念
館
で
は
、
改
め
て

松
尾
芭
蕉
の
生
涯
を
振
り
返
る
と
と
も
に
残

さ
れ
た
数
々
の
作
品
の
魅
力
に
触
れ
る
特
別

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

伊
賀
上
野
〜
江
戸
日
本
橋 

芭
蕉
は
正
保
元
年
（
1
6
4
4
）、
伊
賀

国
上
野
（
三
重
県
伊
賀
市
）
の
郷
士
の
家
系

の
家
に
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
10
代

の
頃
に
仕
え
た
津
藩
藤
堂
家
の
侍
大
将
藤
堂

良
忠
（
俳
号
蝉せ

ん

吟ぎ
ん

）
の
影
響
で
俳は

い

諧か
い

（
俳
句
）

の
世
界
に
入
っ
た
と
い
わ
れ
、
俳
号
を
宗そ

う

房ぼ
う

と
名
乗
り
、
蝉
吟
と
と
も
に
貞て

い

門も
ん

派
の
北
村

季き

吟ぎ
ん

に
師
事
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
寛
文
6
年
（
1
6
6
6
）、
蝉

吟
が
25
歳
の
若
さ
で
死
去
す
る
と
、
芭
蕉
は

藤
堂
家
を
辞
し
、
し
ば
ら
く
は
上か

み

方が
た

で
俳
諧

活
動
を
行
い
ま
す
。
寛
文
12
年
に
は
、
発ほ

っ
く句

集
『
貝
お
ほ
ひ
』
を
伊
賀
上
野
天
満
宮
に
奉

納
し
、
談
林
風
の
発
句
を
詠よ

ん
で
俳
風
を
変

化
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
芭
蕉
は
俳
諧

師
と
し
て
身
を
立
て
る
こ
と
を
志
し
て
江
戸

へ
向
か
い
ま
し
た
。

延
宝
6
年
（
1
6
7
8
）
に
は
、
35
歳
で

立り
っ
き机（

俳
諧
宗そ

う

匠し
ょ
うと

し
て
独
立
す
る
こ
と
）し
、

日
本
橋
小
田
原
町
（
東
京
都
中
央
区
）
で
新

進
の
宗
匠
と
し
て
活
躍
し
始
め
ま
す
。
同
8

年
に
は
杉
山
杉さ

ん

風ぷ
う

・
宝
井
其き

角か
く

・
服
部
嵐ら

ん

雪せ
つ

な
ど
、最
初
期
の
蕉
門
の
作
品
を
集
め
た
『
桃

青
門
弟
独
吟
二
十
歌
仙
』
を
刊
行
し
、
江
戸

俳
壇
で
そ
の
存
在
感
を
示
し
て
い
き
ま
し
た
。

深
川
移
居
（
第
一
次
芭
蕉
庵
）

延
宝
8
年
冬
、
芭
蕉
37
歳
の
時
に
突
如
、

深
川
の
草
庵
に
移
り
住
み
、
俳
諧
宗
匠
を
生

業
と
す
る
生
活
を
捨
て
、
隠い

ん

者じ
ゃ

生
活
を
始
め

ま
し
た
。
こ
の
場
所
は
、
も
と
は
江
戸
幕
府

の
船
番
所
が
あ
っ
た
場
所
（
元
番
所
）
で
、

門
人
の
杉
風
が
家
業
の
魚
屋
の
た
め
に
所
持

し
て
い
た
生い

け

簀す

の
あ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
杉

風
は
芭
蕉
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
終
生
、
そ
の

創
作
活
動
を
経
済
的
に
支
え
た
と
さ
れ
ま
す
。

草
庵
は
当
初
、
泊は

く

船せ
ん

堂ど
う

と
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
が
、門
人
の
李り

下か

か
ら
贈
ら
れ
た
バ
シ
ョ

ウ
が
生
い
茂
っ
て
、「
芭
蕉
庵
」と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
や
が
て
芭
蕉
自
身
も
そ
の
名

を
俳
号
に
用
い
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

芭
蕉
が
深
川
に
移い

居き
ょ

し
た
理
由
に
つ
い
て

は
、
芭
蕉
自
身
の
明
確
な
説
明
は
残
さ
れ
て

お
ら
ず
、
様
々
な
説
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
後

の
芭
蕉
の
創
作
活
動
を
み
る
と
、
常
に
新
た

な
俳
諧
を
模
索
し
て
俳
風
を
変
え
て
い
っ
て

い
る
こ
と
や
、
草
庵
を
失
っ
て
も
再
び
深
川

に
戻
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
俳
諧
活
動

の
拠
点
の
一
つ
と
し
て
思
い
入
れ
も
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
こ
の
頃
に
は
芭
蕉
の
俳
風
も
さ
ら
に

変
化
し
、
漢
詩
文
調
の
格
調
高
い
句
を
詠

む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
天
和
2
年

（
1
6
8
2
）、
江
戸
の
大
火（
お
七
火
事
）で

芭
蕉
庵
は
焼
失
、
焼
け
出
さ
れ
た
芭
蕉
は
甲

斐
国
谷や

村む
ら

（
山
梨
県
都
留
市
）
の
門
人
・
高

山
糜び

塒じ

宅
に
一
時
避
難
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

第
二
次
芭
蕉
庵
・
野
ざ
ら
し
紀
行
の
旅

天
和
3
年
、
芭
蕉
は
杉
風
ら
門
人
の
力
で

芭
蕉
庵
と
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
再
建
さ
れ
た
深

川
芭
蕉
庵
に
戻
り
ま
し
た
。

貞
享
元
年
（
1
6
8
4
）、
門
人
の
千
里

と
と
も
に
約
9
か
月
間
「
野
ざ
ら
し
紀
行
」

の
旅
に
出
ま
す
。
旅
の
目
的
は
、
故
郷
の

伊
賀
に
帰
っ
て
母
の
墓
参
り
を
す
る
こ
と

と
、
以
前
か
ら
交
流
の
あ
っ
た
大
垣
（
岐
阜

県
）
の
谷
木ぼ

く

因い
ん

を
訪
ね
る
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
芭
蕉
の
俳
風
に
と
っ
て
も
転
換
期
と
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
の
談
林
俳
諧
の
超

ち
ょ
う

克こ
く

を
目
指

し
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
時
期
と
い
わ
れ
ま

す
。
そ
の
成
果
は
、
旅
の
途
中
に
名
古
屋
で

野
水
・
荷か

兮け
い

・
杜と

国こ
く

ら
連れ

ん

衆じ
ゅ

と
巻
い
た
歌
仙

が
『
冬
の
日
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
、「
蕉
風

開
眼
」
の
画
期
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
全
国
各
地
を
旅
す
る
こ
と
で
、

芭
蕉
は
優
れ
た
発
句
や
紀
行
文
・
俳
文
な
ど

の
俳
諧
作
品
を
創
作
し
、
新
し
い
俳
諧
の
あ

り
方
を
追
い
求
め
て
い
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、
貞
享
3
年
春
に
は
芭
蕉
庵
で
芭
蕉

と
門
人
た
ち
約
40
名
が
集
ま
っ
て
、「
蛙
」を

題
に
し
た
句く

あ
わ
せ合（

句
会
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
芭
蕉
は
「
古
池
や
蛙

か
わ
ず

飛と
び

こ
む
水
の
お

と
」
の
句
を
詠
み
ま
す
。
こ
の
句
は
従
来
の

伝
統
的
な
蛙
の
詠
み
方
で
あ
る
「
鳴
き
声
」

で
は
な
く
、「
飛
ぶ
動
作
と
そ
の
音
」
を
切

り
取
り
、
か
つ
「
静
か
さ
」
を
強
調
し
て
詩

情
を
も
た
せ
た
と
評
価
さ
れ
、
伝
統
に
と
ら

わ
れ
な
い
革
新
的
な
芭
蕉
の
俳
風
（
蕉
風
）

の
代
表
句
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

笈
の
小
文
・
更
科
紀
行
の
旅 

貞
享
4
年
10
月
、
芭
蕉
は
「
笈お

い

の
小こ

文ぶ
み

」

の
旅
に
出
ま
す
。
江
戸
を
出
発
し
て
尾
張
・

三
河
（
愛
知
県
）・
伊
賀
上
野
に
至
り
、
翌

年
伊
勢
（
三
重
県
）・
大
和
（
奈
良
県
）・
紀

伊
（
和
歌
山
県
）・
摂せ

っ
つ津

（
大
阪
府
・
兵
庫

県
）
か
ら
播
磨
明
石
（
兵
庫
県
）
を
経
て
摂

津
須す

磨ま

で
源
平
の
古
戦
場
を
訪
ね
て
終
わ
り

ま
す
。
卯
年
（
貞
享
4
年
）
か
ら
辰
年（
元

禄
元
年
）に
わ
た
る
旅
の
た
め
「
卯う

辰た
つ

紀
行
」

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

芭
蕉
の
旅
は
さ
ら
に
続
き
、
元
禄
元
年

（
1
6
8
8
）
8
月
、
門
人
の
越え

つ

人じ
ん

を
と
も

な
っ
て
美
濃
国
（
岐
阜
県
）
を
出
発
し
て
、

信
濃
（
長
野
県
）
の
姨お

ば

捨す
て

山や
ま

で
中
秋
の
名
月

を
観
る
「
更さ

ら

科し
な

紀
行
」
の
旅
に
出
ま
す
。
文

章
は
観
月
の
場
面
で
終
わ
り
ま
す
が
、
さ
ら

に
善
光
寺
や
浅
間
山
で
も
句
を
詠
ん
で
お
り
、

中
山
道
を
経
て
江
戸
に
戻
り
ま
し
た
。

「
更
科
紀
行
」
の
旅
か
ら
芭
蕉
庵
に
戻
っ

た
芭
蕉
は
、
し
ば
ら
く
深
川
で
静
か
な
生
活

を
過
ご
し
ま
す
。
芭
蕉
の
周
り
に
は
、
近
所

に
住
む
門
人
の
曾そ

良ら

・
路
通
、
近
く
に
別
荘

の
採さ

い

荼と

庵あ
ん

を
構
え
る
杉
風
な
ど
の
ほ
か
、
美

濃
か
ら
同
行
し
た
越
人
（
10
月
頃
江
戸
を
去

る
）・
大
垣
藩
江
戸
屋
敷
の
門
人
此し

筋き
ん

・
千

川
ら
が
い
ま
し
た
。

元
禄
元
年
11
月
に
は
近
所
の
常
連
が
集
ま

り
「
深
川
八
貧
」
を
題
に
句
会
を
催
し
、
尾

張
蕉
門
の
荷か

兮け
い

が
編
纂
し
た
『
あ
ら
野
』
に

序
文
を
寄
せ
る
な
ど
深
川
で
の
俳
諧
活
動
に

没
頭
し
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
翌
元
禄
2
年
1
月
頃
に

は
、
再
び
旅
へ
の
想
い
を
馳
せ
る
よ
う
に
な

り
、
親
族
や
知
人
に
奥
州
行あ

ん

脚ぎ
ゃ

の
予
定
を
手

紙
で
伝
え
て
お
り
、「
奥
の
細
道
」
の
旅
の

準
備
を
始
め
て
い
き
ま
す
。

奥
の
細
道
〜
第
三
次
芭
蕉
庵

元
禄
2
年
、
芭
蕉
は
芭
蕉
庵
を
人
に
譲
り
、

門
人
の
河
合
曾
良
を
連
れ
て
「
奥
の
細
道
」

の
旅
に
出
ま
す
。
こ
の
旅
で
起
こ
っ
た
出
来

事
や
詠
ん
だ
句
な
ど
を
も
と
に
創
作
さ
れ
た

の
が
紀
行
文
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
で
す
。
旅

の
目
的
は
、
和
歌
で
詠
ま
れ
た
歌
枕
の
地
を

訪
ね
る
こ
と
で
、
特
に
芭
蕉
が
敬
愛
し
た
平

安
時
代
末
期
の
歌
人
西
行
ゆ
か
り
の
地
を
自

分
の
目
で
見
て
句
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い

た
よ
う
で
す
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
各
地
方

の
門
人
と
の
交
流
や
金
沢
の
北ほ

く

枝し

の
よ
う
な

新
し
い
弟
子
を
獲
得
し
た
り
、
芭
蕉
が
重
視

し
た
「
不ふ

易え
き

流り
ゅ
う

行こ
う

」
の
俳
諧
観
を
形
成
す
る

坡ば

な
ど
新
た
な
門
人
も
加
わ
り
、
芭
蕉
庵
の

句
会
は
活
況
を
呈
し
ま
す
。

元
禄
7
年
に
入
る
と
芭
蕉
の
俳
境
「
か
る

み
」
へ
の
志
向
が
明
確
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
同
年
5
月
、
上
方
へ
の
旅
に

出
た
ま
ま
、
逗と

う

留り
ゅ
う

中
の
大
坂
で
10
月
12
日
に

亡
く
な
り
ま
し
た
。
遺
体
は
遺
言
に
よ
っ
て

大
津
義ぎ

仲ち
ゅ
う

寺じ

に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。

芭
蕉
没
後
と
語
り
継
が
れ
る
芭
蕉

芭
蕉
は
、
言
語
遊
戯
で
あ
っ
た
そ
れ
ま
で

の
俳
諧
を
芸
術
の
レ
ベ
ル
に
高
め
た
人
物
と

し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
力
は

絶
大
で
、
現
代
と
同
様
か
そ
れ
以
上
に
江
戸

時
代
の
俳
人
も
芭
蕉
を
尊
敬
し
、
江
戸
時
代

中
期
以
降
に
は
芭
蕉
顕
彰
が
盛
ん
に
な
り
ま

す
。
や
が
て
全
国
の
俳
人
か
ら
崇
拝
さ
れ
た

芭
蕉
は
俳
諧
の
「
聖
」「
宗
祖
」
と
し
て
神

格
化
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

一
方
で
芭
蕉
庵
が
あ
っ
た
深
川
で
は
、

明
治
時
代
以
降
、
一
時
は
芭
蕉
庵
跡
が
廃す

た

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
正
6
年

（
1
9
1
7
）
に
現
在
の
芭
蕉
稲
荷
神
社
（
常

盤
1
）
の
敷
地
付
近
で
「
芭
蕉
遺
愛
の
石
の

蛙
（
伝
）」（
芭
蕉
記
念
館
蔵
）
が
発
見
さ
れ

る
と
、
史
跡
保
存
の
機
運
が
高
ま
り
、
大
正

10
年
に
は
東
京
府
（
現 

東
京
都
）
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
松
尾
芭
蕉

の
足
跡
は
地
域
の
大
切
な
歴
史
と
し
て
も
語

り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

�

（
芭
蕉
記
念
館　

斉
藤
照
徳
）

契
機
を
得
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

大
垣
（
岐
阜
県
）
で
「
奥
の
細
道
」
の
旅

を
終
え
た
の
ち
も
芭
蕉
は
し
ば
ら
く
上
方
に

留
ま
り
ま
す
。
大
垣
か
ら
は
伊
勢
神
宮
に
向

か
い
式し

き

年ね
ん

遷せ
ん

宮ぐ
う

を
参
拝
。
そ
の
後
、
伊
賀
に

帰
郷
し
て
か
ら
は
、
伊
賀
と
大
津
・
膳ぜ

所ぜ

（
滋

賀
県
）、
京
都
の
3
か
所
を
何
度
も
旅
す
る

生
活
に
身
を
置
き
ま
す
。
そ
の
間
の
生
活
は
、

膳
所
藩
士
菅
沼
曲き

ょ
く

水す
い

（
曲
翠
）
ゆ
か
り
の
草

庵
の
「
幻
住
庵
記
」
や
、
門
人
向
井
去
来
の

別
荘
で
あ
る
京
都
落ら

く

柿し

舎し
ゃ

の
「
嵯
峨
日
記
」

な
ど
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
特
に
、
京

都
で
去
来
と
凡
兆
を
指
導
し
な
が
ら
編
纂
さ

れ
た
『
猿
蓑
』
は
芭
蕉
の
「
さ
び
」
の
世
界

観
と
「
か
る
み
」
の
吟
調
を
あ
ら
わ
し
、
そ

の
優
れ
た
成
果
は
「
俳
諧
の
古
今
集
」
と
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

元
禄
5
年
、
前
年
暮
に
江
戸
に
戻
っ
た
芭

蕉
は
旧
庵
が
あ
っ
た
場
所
の
近
く
に
再
建
さ

れ
た
芭
蕉
庵
に
入
り
ま
す
。
以
降
、
彦
根
藩

士
森
川
許き

ょ

六り
く

、
越
後
屋
三
井
家
手
代
志し

太だ

野や

勝山琢舟画 芭蕉像（部分）

おくのほそ道（桝型元禄本）

上田聴秋賛・田中一華画
「古池や」句・芭蕉坐像図
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近
代
の
絵
葉
書
か
ら
景
観
を
復
元
す
る

近
代
の
絵
葉
書
か
ら
景
観
を
復
元
す
る

深
川
公
園
北
西
部
に
あ
っ
た
池
～
震
災
以
前
編
～

深
川
公
園
北
西
部
に
あ
っ
た
池
～
震
災
以
前
編
～

深
川
公
園
は
、
昨
年
で
開
園
1
5
0
年
を

迎
え
ま
し
た
。
同
園
の
北
西
部
（
現
深
川
不

動
堂
の
西
）
に
は
も
と
も
と
池
が
あ
り
、
関

連
す
る
近
代
発
行
の
絵
葉
書
が
多
く
確
認
で

き
ま
す
。
今
回
、
当
係
で
所
蔵
す
る
関
東
大

震
災
以
前
発
行
の
絵
葉
書
を
用
い
て
、
池
の

景
観
を
復
元
し
て
み
ま
す
。

池
に
つ
い
て

池
の
部
分
は
も
と
も
と
永
代
寺
の
庭
園
に

あ
た
り
、『
御
府
内
備
考
続
編
』（
文
政
12
年
・

1
8
2
9
）
掲
載
の
絵
図
を
見
る
と
、
北
を

流
れ
る
油

あ
ぶ
ら

堀ぼ
り

と
繋つ

な

が
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い

ま
す
。

明
治
6
年
（
1
8
7
3
）
10
月
、
庭
園
は

東
京
府
設
置
に
よ
る
深
川
公
園
の
一
部
と
な

り
、
同
14
年
に
は
不
動
堂
（
図
2
右
上
）
が
、

同
42
年
に
は
東
京
市
立
深
川
図
書
館
（
図
2

右
下
）
が
竣
工
す
る

な
ど
土
地
利
用
は

変
化
し
ま
す
が
、
池

は
存
続
し
ま
し
た
。『
新
撰
東
京
名
所
図ず

会え

』

第
1
5
3
号（
東
陽
堂
、
明
治
30
年
）掲
載
の

「
深
川
成
田
山
不
動
堂
全
図
」（
図
1
）
を
見

る
と
、
不
動
堂
の
左
手
奥
（
西
）
に
池
が
確

認
で
き
、
そ
の
右
手
奥
（
北
）
の
油
堀
か
ら

の
入い

り

堀ぼ
り

と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
ち
な
み
に
、
明
治
36
年
に
発
行
さ
れ

た
『
東
京
郷
土
地
誌 

遠
足
の
友
』（
金
昌
堂
）

の
「
深
川
公
園
」
の
項
に
は
「
泉
水
あ
り
て
、

汐
入
り
な
り
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

池
の
中
央
に
は
中
の
島
が
あ
り
、
池
南
端

か
ら
土ど

橋ば
し

（
柴
橋
）
が
、
中

の
島
か
ら
池
北
端
へ
は
別

の
橋
が
南
北
に
連
な
っ
て
架か

か
っ
て
い
ま
す
。
他
に
、
中

の
島
に
四あ

ず
ま
や阿

が
、
そ
の
西
の
池
上
に
は
藤
棚

が
見
え
ま
す
。
池
の
周
辺
を
見
る
と
、
北
に

は
茶
屋
と
思
わ
れ
る
建
物
が
、
南
に
は
梅
林

が
広
が
る
状
況
も
確
認
で
き
ま
す
。

大
正
12
年
（
1
9
2
3
）
9
月
に
起
き
た

関
東
大
震
災
に
よ
り
、
公
園
内
は
ほ
ぼ
全
焼

し
、
樹
木
等
も
被
災
し
ま
し
た
。『
東
京
震

災
録�

中ち
ゅ
う

輯し
ゅ
う』（

東
京
市
役
所
、
大
正
15
年
）

に
掲
載
の
「
震
災
火
災
に
よ
る
各
公
園
損
害

調
査
表
」
に
よ
れ
ば
、
深
川
公
園
で
は
植
物

1
万
本
、
電
燈
25
基
、
藤
棚
1
か
所
、
四
阿

1
軒
、
土
橋
1
本
な
ど
が
被
災
し
て
い
ま

す
。
図
2
は
『
大
正
の
大
地
震
及
大
火
と
帝

都
の
樹
園
』（
農
商
務
省
山
林
局
、
大
正
12

年
）
掲
載
の
深
川
公
園
の
全
域
図
の
う
ち
、

西
半
部
と
な
り
ま
す
。
斜
線
の
範
囲
は
「
火

災
前
ノ
樹
林
地
」
を
表
し
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
カ
タ
カ
ナ
で
樹じ

ゅ

種し
ゅ

名め
い

が
書
き
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
池
周
辺
で
は
一
部「
ヤ
ツ
デ（
八
手
）」

が
見
え
ま
す
が
、「
シ
ヒ
（
椎
）」
と
「
マ
ツ

（
松
）」
が
大お

お

方か
た

を
占し

め
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

震
災
復
興
後
で
あ
る
昭
和
初
期
ま
で
に
池

は
再
整
備
さ
れ
ま
す
が
、
規
模
を
縮
小
し
た

よ
う
で
す
（
写
真
1
）。
そ
の
後
、
昭
和
20

年
（
1
9
4
5
）
3
月
の
東
京
大
空
襲
に
よ

る
被
災
を
経
て
、
戦
後
に
埋
め
立
て
ら
れ
ま

す
。
写
真
2
は
昭
和
23
年
に
米
軍
に
よ
っ
て

撮
影
さ
れ
た
空
中
写
真
で
、
池
は
ほ
ぼ
埋
め

立
て
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。

昭
和
50
年
4
月
、
公
園
は
東
京
都
か
ら
江

東
区
に
移い

管か
ん

さ
れ
、
池
の
あ
っ
た
場
所
は
現

在
、
多
目
的
広
場
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

絵
葉
書
で
見
る
震
災
以
前
の
池

当
係
で
は
池
に
関
す
る
震
災
以
前
（
明
治

40
年
～
大
正
7
年
）
発
行
の
絵
葉
書
を
7
点

所
蔵
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
5
点
（
写
真

3
～
7
）
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
（
撮
影
方

向
は
図
2
参
照
）。
い
ず
れ
も
中
の
島
や
松

を
絡か

ら

め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
撮
影
し

た
写
真
を
用
い
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
写

真
3
・
4
は
同
一
人
物
（
子
ど
も
）
が
何
人

も
確
認
で
き
る
た
め
、
同
日
撮
影
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

で
は
、
絵
葉
書
に
写
る
ス
ポ
ッ
ト
を
、
池

の
南
か
ら
北
に
進
ん
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
柵
・
護
岸
】
池
の
周
り
に
は
、
石
製
の
支し

柱ち
ゅ
うと

金
属
製
の
鎖
で
柵
を
設
け
て
い
ま
す
。

護
岸
は
図
1
を
見
る
と
木
製
（
横
板
及
び
杭
）

に
見
え
ま
す
が
、
絵
葉
書
を
見
る
と
、
玉た

ま

石い
し

を
主
体
と
し
た
石
を
幾い

く

つ
も
重
ね
て
い
ま
す
。

【
土
橋
（
池
の
南
）】
橋

き
ょ
う

脚き
ゃ
くな

ど
の
部
材
は
丸

太
（
木
製
も
し
く
は
擬ぎ

木ぼ
く

製せ
い

か
?
）
等
で
組

ん
で
お
り
、
橋は

し

桁げ
た

は
多
少
反そ

っ
て
い
ま
す
。

上
面
に
土
を
盛
り
、
両
端
（
側
面
）
に
は
草

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
松
（
中
の
島
南
西
）】
土
橋
を
渡
っ
て
す
ぐ

左
手
（
西
）
に
大
き
な
松
が
見
え
ま
す
。
当

時
同
園
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
よ
う
で
、
明
治

39
年
発
行
の
『
東
京
遊
行
記
』（
大
倉
書
店
）

の
「
富
ケ
岡
公
園
」
の
項
に
は
「
不
動
堂
の

西
に
は
、
可
成
り
の
池
あ
り
。
島
の
中
に
、

老
松
、
枝
を
横
へ
」
と
見
え
ま
す
。　
　

【
四
阿
（
中
の
島
南
西
）】
松
の
す
ぐ
北
に
は

勾こ
う

配ば
い

の
ほ
と
ん
ど
な
い
寄よ

せ

棟む
ね

の
屋
根
を
も
つ

四
阿
が
あ
り
、
腰こ

し

掛か
け

も
見
え
ま
す
。
そ
の
す

ぐ
北
に
は
電
燈
も
見
え
ま
す
（
写
真
6
）。

【
橋
（
池
の
北
）】
写
真
7
の
左
手
（
北
）
に

木
造
と
思
わ
れ
る
橋
が
見
え
ま
す
。
浜は

ま
り
き
ゅ
う

離
宮

恩お
ん

賜し

庭
園
（
中
央
区
）
の
「
お
伝つ

た

い
橋
」
の

よ
う
に
筋
を
替
え
て
い
る
よ
う
で
、
図
1
で

も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�

※「
震
災
以
降
編
」に
つ
づ
く

�

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

野
本
賢
二
）

写真4　池　南東から北西方向
（絵葉書「東京深川公園」 発行時期：明治40～大正7年）

図1　深川不動堂および池
※『新撰東京名所図会』（個人所蔵）掲載の「深川成田山不動堂全図」を元に作成
　／下図は上図破線部の拡大図

写真5　池　南西から北東方向
（絵葉書「（東京名勝）深川公園」 発行時期：明治40～大正7年）

図2　関東大震災以前の深川公園（北西部）
※『大正の大地震及大火と帝都の樹園』（大正12年）（国立国会図書館デジタルコレクション）掲載の「火災

前深川公園樹林状況図」を元に作成／左図は右図破線部の拡大図

写真6　池　南西から北東方向
（絵葉書「（東京名所）深川公園」 発行時期：明治40～大正7年） 写真2　戦後の池跡

※ 国土地理院の空中写真データ
（昭和23年3月29日米軍撮影）部分

写真1　震災後の池
※ 国土地理院の空中写真データ（昭和17年

3月18日陸軍撮影）部分

写真7　池　西から東方向
（絵葉書「Pare d`Asakusa, Tokyo.」※実際は深川公園

発行時期：明治40～大正7年）
写真3　池　東から西方向

（絵葉書「東京深川八幡公園」 発行時期：明治40～42年）

油堀油堀 橋橋
入堀入堀

事務所事務所
水行場水行場

額堂額堂
梅園梅園

池池

藤棚藤棚

土橋土橋 老松老松 橋橋

四阿四阿 茶屋？茶屋？

本堂本堂

不動堂不動堂
（本堂）（本堂）

深川図書館深川図書館写真7写真7

写真6写真6
写真5写真5 写真4写真4

写真3写真3
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現
在
の
私
た
ち
に
と
っ
て
公
園（
含
遊
具
）

は
身
近
な
存
在
で
す
が
、
元
来
、
そ
の
概
念

は
無
く
、
明
治
時
代
以
降
、
す
で
に
西
洋
に

存
在
し
て
い
た
公
園
を
模も

倣ほ
う

し
つ
つ
も
、
時

折
の
時
代
背
景
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
造
園

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
点
を
踏ふ

ま
え
て
、
今
回
は
、
本

誌
№
3
0
3
で
述
べ
た
、
川
南
公
園
の
「
滑

台
」（
千
石
2
、
写
真
1
）
に
つ
い
て
詳
し

く
述
べ
て
参
り
ま
す
。

川
南
公
園
の
「
滑
台
」
に
つ
い
て

川
南
公
園
は
、

復
興
小
公
園（
旧

深
川
区
内
7
か

所
）の
ひ
と
つ
と

し
て
昭
和
6
年

（
1
9
3
1
）
に
開

園
し
、
戦
後
の
同

25
年
に
江
東
区
に

移
管
さ
れ
ま
し
た
。
同
公
園
に
は
、
開
園
当

時
の
状
態
を
残
す
「
滑
台
」
が
現
存
し
、
西

隅
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
滑
台
」
の
基
礎
部
分
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
で
、
総
高
1
8
0
㎝
、
幅
8
2
4
㎝

の
二
連
式
す
べ
り
台
で
す
。
柱

ち
ゅ
う

脚き
ゃ
く

上
部
の

踊お
ど

り
場
正
面
に
は
、
2
枚
の
レ
リ
ー
フ
が
埋

め
込
ま
れ

て
お
り
、

左
右
側
面

に
は
直
線

形
の
滑か

っ

降こ
う

部ぶ

二
連
と

階
段
が
取

り
付
け
ら

れ
て
い
ま

す
。

復
興
小
公
園
内
の
遊
具
の
設
置
状
況
に
つ

い
て
調
査
し
た
研
究
に
よ
る
と
、
す
べ
り
台

は
す
べ
て
の
復
興
小
公
園
に
設
置
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
（「
震
災
復
興
公
園

に
関
す
る
史
的
考
察
」）。

建
設
当
時
の
図
面
「
川
南
公
園
平
面
図
」

（
写
真
2
）
を
見
ま
す
と
、
現
在
と
同
じ
西

隅
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
（
写
真
2

太
枠
）。「
滑
台
」
は
現
用
の
た
め
、
安
全
面

な
ど
か
ら
一
部
修
復
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

都
内
で
、
建
造
当
時
の
状
態
を
伝
え
て
い
る

す
べ
り
台
は
、
川
南
公
園
、
元
町
公
園
（
文

京
区
本
郷
1
。
現
在
改
修
中
）
の
も
の
以
外

は
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

本
「
滑
台
」
の
希
少
性
が
強
調
で
き
ま
す
。

す
べ
り
台
の
歴
史

意
外
に
も
、
す
べ
り
台
そ
の
も
の
や
そ
の

歴
史
を
取
り
上
げ
た
研
究
は
僅わ

ず

か
で
す
。
こ

う
し
た
中
で
、
保
育
史
の
観
点
か
ら
、
す
べ

り
台
が
保
育
の
場
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
き
た
の
か
を
考
察
し
た
研
究
が
あ
り
、

す
べ
り
台
が
保
育
施
設
に
浸し

ん

透と
う

し
た
要
因
と

し
て
、
幼
稚
園
や
保
育
所
の
設
置
基
準
の
変

化
、
保
育
用
品
の
開
発
や
社
会
情
勢
の
変
化

な
ど
が
あ
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
大
正

期
の
す
べ
り
台
は
、
明
治
期
同
様
、
木
製
の

も
の
が
主
流
で
し
た
が
、
や
が
て
そ
の
形
状

は
多
様
性
を
帯
び
、
滑
降
部
が
2
つ
に
な
っ

た
り
、
す
べ
り
台
の
上
に
踊
り
場
の
よ
う
な

場
所
が
作
ら
れ
た
り
、
さ
ら
に
は
、
富
士
山

型
（
階
段
を
登
る
と
左
右
に
滑
降
部
が
あ
る

も
の
）
や
、
す
べ
り
台
の
下
が
物
置
に
な
っ

て
い
る
も
の
、
子
ど
も
の
身
長
よ
り
も
低
い

も
の
や
高
い
も
の
と
サ
イ
ズ
が
異
な
る
も
の

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
い
ま
す

（「
す
べ
り
台
の
歴
史 

第
一
回 

公
園
の
滑
り

台
の
発
達
」）。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
川
南
公
園
の
「
滑

台
」
を
見
て
い
く
と
、
当と

う

該が
い

期き

に
多
く
見
ら

れ
た
傾
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付

き
ま
す
。
ま
ず
、「
富
士
山
型
」
で
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
多
様
性
の
観
点
か
ら
は
、
踊
り
場
、

支し

柱ち
ゅ
う

正
面
の
レ
リ
ー
フ
が
そ
の
独
自
性
を

示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
材
質
で
は
、
前
記
の
通
り
、
当
該

期
で
は
「
木
製
」
が
主
流
で
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
同
公
園
の
「
滑
台
」
の
基
礎

部
分
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
す
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
震
災
後
の
地
域
の
状
況
・

歴
史
を
踏
ま
え
て
、
延
焼
・
防
火
の
目
的
か

ら
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
推す

い

察さ
つ

さ
れ
ま

す
。

レ
リ
ー
フ
に
つ
い
て

最
後
に
レ
リ
ー

フ
（
写
真
3
）
に
つ

い
て
述
べ
て
い
き
ま

す
。
こ
ち
ら
に
つ
い

て
も
№
3
0
3
に
て

そ
の
独
自
性
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
他
の
復
興

小
公
園
の
す
べ
り
台

や
遊
具
な
ど
に
レ
リ
ー
フ
が
設
置
さ
れ
て
い

た
か
ど
う
か
を
調
査
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
菊
川
公
園（
墨
田
区
立

川
1
）入
口
に
、
2
人
の
子
ど
も
が
寄
り
添そ

う
姿
の
石
像
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た

が
、
復
興
期
に
建
造
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

戦
後
の
も
の
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
元
町
公

園
内
の
す
べ
り
台
に
は
、
こ
う
し
た
レ
リ
ー

フ
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
復
興

小
公
園（
都
内
52
か
所
）の
す
べ
り
台
に
レ

リ
ー
フ
が
ど
の
程
度
設
置
さ
れ
て
い
た
の
か

に
つ
い
て
は
、
残
存
史
資
料
の
制
約
か
ら
不

明
で
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
何
か
情
報（
含
画
像
な

ど
）を
お
持
ち
の
方
は
、
文
化
財
係
ま
で
情

報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
文
化
財
専
門
員　

大
関
直
人
）

江
東
区
の
復

ふ
っ

興
こ
う

小
公
園

―
川
南
公
園
の
「
滑

す
べ
り
だ
い台
」
―

文
化
財
を
め
ぐ
る

写真２　「川南公園平面図」
（江東区河川公園課蔵）

写真１

写真３　 右は基礎上部 
左は基礎下部


